
作成 ２０１６年　２月

充てんﾊﾞﾙﾌﾞ(過防弁)のﾊﾝﾄﾞﾙのﾎﾞﾙﾄ2本を外し、ﾊﾝﾄﾞﾙ（灰）と

ﾊﾟｯｷﾝを取り外す。

ﾊﾝﾄﾞﾙのﾎﾞﾙﾄ4本を外し、ﾒｲﾝ/ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞのﾊﾝﾄﾞﾙ（赤）とﾊﾟｯｷﾝを取り外す。

安全弁及びﾀﾝｸ遮断弁のﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ4個を外し、ﾊｰﾈｽ配管ｸﾗﾝﾌﾟ1個を外して
ﾊｰﾈｽを取り外す。ﾎﾟﾝﾌﾟのﾊｰﾈｽ配管ｸﾗﾝﾌﾟ2個を取り外す。

注）ﾎﾟﾝﾌﾟASSYのﾊｰﾈｽはﾎﾟﾝﾌﾟASSYのﾀｰﾐﾅﾙ部から外さないこと

LPG
ﾊｰﾈｽ

注）本部品は左ねじ

ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰのｽｸﾘｭ4本を外し、ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰを移動する。

15

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽ及びﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰのﾎｰｽｸﾗﾝﾌﾟ2個を移動して、ﾀﾞｸﾄﾎｰｽを取り
外す。

7 充てんﾎｰｽのｶﾊﾞｰのﾎﾞﾙﾄ2本を外し、ｶﾊﾞｰを取り外す。

6

3

5

充てん
ﾎｰｽ
ｶﾊﾞｰ

ﾘﾔ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾌﾛﾝﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾀﾞｸﾄ
ﾎｰｽ

ﾊﾝﾄﾞﾙ
（赤）

ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄのﾎﾞﾙﾄ4本を外し、ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄ2個を取り外す。

ﾌﾛﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄのﾎﾞﾙﾄ４本を外し、ﾌﾛﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄ2個を取り外す。

注)前側左右ﾌﾞﾗｹｯﾄはﾊｰﾈｽﾌﾞﾗｹｯﾄが異なる為、目印を付けること

ＥＧＩ-ＬＰ用タンク（ＷＫＭ）　部品取り外し手順書

ｲﾝｼｭ
ﾚｰﾀ

4

1

注1)右はﾊｰﾈｽﾌﾞﾗｹｯﾄが付いている為、左右を間違わないようにすること
注2）ﾀﾞｸﾄﾎｰｽを傷つけないように取り外すこと

14

13 ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰのﾎﾞﾙﾄ4本を外し、ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰを取り外す。

ｾﾐｺﾝﾃﾅ
ｹｰｽ

ｻｲﾄﾞ
ｶﾊﾞｰ

ﾊｰﾈｽｸﾞﾛﾒｯﾄを内側に押込む。
ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽのﾎﾞﾙﾄ10本を外し、ｹｰｽを浮かせてﾊｰﾈｽを内側に押込みながら
ｹｰｽを取り外す。

ﾌﾛﾝﾄ側のﾊｰﾈｽ固定ｸﾗﾝﾌﾟ(ﾀｲﾗｯﾌﾟ）2個を外しｲﾝｼｭﾚｰﾀを把手部から浮かす。
胴部（鏡部）及びﾀﾞｸﾄﾎｰｽ部のﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟを外し、ｲﾝｼｭﾚｰﾀを取り外す。

ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞﾊｰﾈｽのｽｸﾘｭを緩めてﾊｰﾈｽ端子とｺﾈｸﾀｰを外し、ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰを
取り外す。

10

11

2
LPG

ﾊｰﾈｽ
ｹﾞｰｼﾞの接続部とﾘﾔ 及び ﾌﾛﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄのｸﾗﾝﾌﾟ固定を外す。

12

8

9

ﾓﾝｷｰﾚﾝﾁでｱﾀﾞﾌﾟﾀを固定し、充てんﾎｰｽを取り外す。充てん
ﾎｰｽ

ﾌｭｰｴﾙ
ｹﾞｰｼﾞ
ｶﾊﾞｰ

ﾊﾝﾄﾞﾙ
（灰）

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ
ｱﾀﾞﾌﾟﾀを取り外す。

注）本部品は左ねじ
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取り外す。

詳細はＥＧＩ-ＬＰ用タンク：ＷKM容器作業要領書を確認願います

16

17

ﾀﾝｸ遮断弁、ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞのASSYを取り外す。

ﾌｭｰｴﾙ
ﾁｭｰﾌﾞ

配管
ASSY

ﾀﾝｸ内の残ｶﾞｽ抜き作業　　

ﾕﾆｵﾝﾅｯﾄﾚﾝﾁ（17mm）を用い、ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞからﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを外す。

18

19

ﾁｪｯｸ ﾊﾞﾙﾌﾞをｶｯﾌﾟ部から取り外す。

注）ﾍﾟﾝﾁ等で白色の樹脂の壁部分を挟み、引き抜くようにして取り外す

ｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅12mm）を用い、4本のﾎﾞﾙﾄを外し、ｹﾞｰｼﾞとｶﾞｽｹｯﾄを取り外す。

ﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅6mm）を用い、6本のﾎﾞﾙﾄを外し、ﾎﾟﾝﾌﾟとＯﾘﾝｸﾞを

注２）ﾊｰﾈｽを持って、ポンプを持ち上げないこと

注１）取り外した後にﾎﾟﾝﾌﾟが損傷しないように直置きしないこと
21

ﾎﾟﾝﾌﾟ
ASSY

ﾁｪｯｸ ﾊﾞ
ﾙﾌﾞ

20

ﾀﾝｸ遮断弁のﾎﾞﾙﾄ2本を外す。

ｴﾙﾎﾞのﾎﾞﾙﾄ2本を外す。

ﾕﾆｵﾝﾅｯﾄﾚﾝﾁ(19mm）を用い、ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞからﾌｭｰｴﾙﾁｰﾌﾞを外す。

容器本体　耐圧試験　　　試験圧力：３．８ＭＰａ

ﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅6mm）を用い、4本のﾎﾞﾙﾄを外し、安全弁とＯﾘﾝｸﾞを
取り外す。

安全弁23

24
ﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅6mm）を用い、4本のﾎﾞﾙﾄを外し、過防弁とＯﾘﾝｸﾞを
取り外す。　　注）ﾌﾛｰﾄ部を干渉させないように注意すること

充てん
ﾊﾞﾙﾌﾞ

（過防弁)

26 ﾄﾞﾚﾝ

22

ﾌｭｰｴﾙ
ｹﾞｰｼﾞ

25

専用ﾌﾗﾝｼﾞ（蓋）を使用下さい。

封印ﾗﾍﾞﾙを剥がし、ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ(2面幅36mm）、ﾄﾞﾚﾝﾌﾟﾗｸﾞ（凹幅12mmX12mm）を

取り外す。
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ﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ2個をｶｯﾌﾟ部に取り付ける。

注）ﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞはｷｯﾄ部品（新品）を使用すること

ＥＧＩ-ＬＰ用タンク（ＷＫＭ）　　部品取り付け手順書

＊「作業要領書」 ｹﾞｰｼﾞの識別方法（刻印） 参照

5

Ｏﾘﾝｸﾞ・ﾎﾟﾝﾌﾟを取り付け、ﾎﾞﾙﾄ6本を17N・ｍで対角に締め付ける。

6

注１）指定のﾎﾞﾙﾄを使用すること （過防弁用、安全弁用と異なります）

注３）Oﾘﾝｸﾞ取付部に異物を混入させないこと

＊「作業要領書」ﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞの識別方法（ｽﾀﾝﾌﾟ） 参照

2

　　　再塗装を実施すること

注２）Oﾘﾝｸﾞはｷｯﾄ部品（新品）を使用すること

注２）Ｏﾘﾝｸﾞ取付部に異物を混入させないこと

＊「作業要領書」 安全弁の識別方法 参照

4 安全弁
注３）ｼｰﾙ部の塗装が剥がれた場合は、表面の塗装をきれいに取り除き

　　　再塗装を実施すること

ﾁｪｯｸ
 ﾊﾞﾙﾌﾞ

ｶﾞｽｹｯﾄ・ｹﾞｰｼﾞを取り付け、ﾎﾞﾙﾄ4本を17N・ｍで締め付ける。

Ｏﾘﾝｸﾞ・安全弁をセットし、ﾎﾞﾙﾄ4本を17Ｎ・ｍで取り付ける。

注４）ｼｰﾙ部の塗装が剥がれた場合は、表面の塗装をきれいに取り除き

注１）Ｏﾘﾝｸﾞ・安全弁はｷｯﾄ部品（新品）を使用すること

1

注２）ｶﾞｽｹｯﾄ取付部に異物を混入させないこと

充てん
ﾊﾞﾙﾌﾞ

(過防弁)

Ｏﾘﾝｸﾞ・充てんﾊﾞﾙﾌﾞ(過防弁)を取り付け、ﾎﾞﾙﾄ4本を17Ｎ・ｍで締め付ける。

注２）Ｏﾘﾝｸﾞ取付部に異物を混入させないこと

3

注１）Ｏﾘﾝｸﾞ・過防弁はｷｯﾄ部品（新品）を使用すること

＊「作業要領書」 過防弁の識別方法（刻印） 参照

ﾎﾟﾝﾌﾟ
ASSY

ﾄﾞﾚﾝ

注４）過防弁本体が座に接触しないように組み付けること

ﾌｭｰｴﾙ
ｹﾞｰｼﾞ 注３）ｼｰﾙ部の塗装が剥がれた場合は、表面の塗装をきれいに取り除き

ﾄﾞﾚﾝﾌﾟﾗｸﾞを197N・ｍ、ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟを98N・ｍで締め付け、

封印ﾗﾍﾞﾙを貼り付ける。

注１）ｶﾞｽｹｯﾄはｷｯﾄ部品（新品）を使用すること

　　　再塗装を実施すること

　　　再塗装を実施すること

注３）ｼｰﾙ部の塗装が剥がれた場合は、表面の塗装をきれいに取り除き

注５）ﾊｰﾈｽを持って、ﾎﾟﾝﾌﾟを持ち上げないこと
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・結線部の端子同士を接触させないこと 樹脂ｷｬｯﾌﾟ取外し状態

　ﾅｯﾄの緩み、端子同士の

　接触により、結線部が発熱し

　ｶﾞｽ漏れを起こす恐れが

　あります。

3)安全弁のﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ2個を取り付ける。

12
ｺﾈｸﾀ
（高圧
ﾌｨﾙﾀ）

ﾀﾝｸ遮断弁のｶﾊﾞｰのﾎﾞﾙﾄ4本を外し、ｶﾊﾞｰとOﾘﾝｸﾞを取り外す。

遮断弁の内蔵ｺﾈｸﾀ（日産の再検査用ｷｯﾄに含まれる高圧ﾌｨﾙﾀ）を交換する。

ｴﾚﾒﾝﾄ及びOﾘﾝｸﾞ取付部に異物を混入させないこと。

5)ﾊｰﾈｽ配管ｸﾗﾝﾌﾟ2個を配管に取り付ける。

LPG
ﾊｰﾈｽ

13

注）ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀｰ取付はカチッと音がするまで押し付けること

1)ﾀﾝｸ遮断弁のﾊｰﾈｽは配管と容器の間を通し、ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ1個を取り付ける。

4)LPGﾊｰﾈｽとﾎﾟﾝﾌﾟﾊｰﾈｽのｺﾈｸﾀを取り付ける。

2)ﾊｰﾈｽ配管ｸﾗﾝﾌﾟ1個を配管に取り付ける。

ﾌｨﾙﾀ固定ﾅｯﾄを1.3 N･mにて取り付ける。

11

10 ｴﾙﾎﾞのﾎﾞﾙﾄ2本を5N・ｍで締め付ける。

8

ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ側ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを23N・ｍで締め付ける。

ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ側ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを43N・ｍで締め付ける。

注１）取付部品とﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞのﾊｰﾈｽ結線部の気密を確認すること

注２）ﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞのﾊｰﾈｽ結線部は、樹脂ｷｬｯﾌﾟ（白）を取り外すこと

注３）バルブは垂直に差し込みＯリングのかみ込みがないように取り付けること

　　8ｍｍ程度の隙間を設ける

ﾒｲﾝ/ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ（Ｏﾘﾝｸﾞ付き）を交換し、ﾎﾞﾙﾄ4本を8.5N・ｍで締め付ける。

9 ﾀﾝｸ遮断弁のﾎﾞﾙﾄ2本を5N・ｍで締め付ける。

注１）ﾒｲﾝ/ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ（Ｏﾘﾝｸﾞ付き）はｷｯﾄ部品（新品）を使用すること

注２）Ｏﾘﾝｸﾞ取付部に異物を混入させないこと

容器本体　気密試験　　　試験圧力：２．２８ＭＰａ

注2）ﾊｰﾈｽは配管と容器の間を通すこと

配管
ASSY

ﾌｭｰｴﾙﾁｰﾌﾞASSYをセットし、ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞに仮締めする。

ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞにﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを仮締めする。

配管
ASSY

注1)ﾁｭｰﾌﾞ接続部に異物を混入させないこと

注）ﾁｭｰﾌﾞ締め付け時に配管と容器が干渉しないように

7 ﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾎﾟﾝﾌﾟASSYを交換しない場合

ﾀﾝｸ遮断弁のOﾘﾝｸﾞとｶﾊﾞｰをｾｯﾄし、ﾎﾞﾙﾄ4本を7.1 N･mにて取り付ける。

注３）ﾊｰﾈｽ（ﾅｯﾄ）を外さないこと。

注４）気密試験後に樹脂ｷｬｯﾌﾟを写真のように取り付けること

・ねじﾄﾙｸ ４Ｎ・ｍ

樹脂キャップ

ハーネス ハーネスを外さずに

ねじ
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注２）ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽとﾊﾝﾄﾞﾙ用の穴位置を合わせること

注３）「分解作業要領書」の締め付け順序に基づき、ﾎﾞﾙﾄを締めること

注）ｻｲﾄﾞｹｰｽとﾊﾝﾄﾞﾙ用の穴位置を合わせること

ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰをｽｸﾘｭ4本、3N・mにて取り付ける。

充てんﾊﾞﾙﾌﾞにﾊﾟｯｷﾝ・ﾊﾝﾄﾞﾙ（灰）を取り付け、

15

ｾﾐｺﾝﾃﾅ
ｹｰｽ

ｻｲﾄﾞ
ｶﾊﾞｰ

ﾎﾞﾙﾄ10本を5N・ｍ（ｶﾞｽｹｯﾄが沈む程度）で締め付ける。

ﾊｰﾈｽｸﾞﾛﾒｯﾄを取り付ける。

注１）ｹｰｽを取付時にｴﾙﾎﾞを傷つけないこと

20
充てんﾎｰｽのｶﾊﾞｰを取り付け、ﾎﾞﾙﾄ2本を2N・ｍで締め付ける。

注）ｶﾊﾞｰ取付部には異物等を混入させないこと

17

18

ｱﾀﾞﾌﾟﾀを充てんﾊﾞﾙﾌﾞに取り付け、73.5N・ｍで締め付ける。

注４）充てんﾎｰｽはｻｲﾄﾞｹｰｽ基準線に対して27.5～37.5°位置に取り付けること

19

16

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽにLPGﾊｰﾈｽをｸﾞﾛﾒｯﾄ部まで差し込みながら取り付ける。

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰを取り付け、ﾎﾞﾙﾄ4本を5N・ｍ（ｶﾞｽｹｯﾄが沈む程度）で締め付ける。

14

23

注）左右ﾌﾞﾗｹｯﾄはﾊｰﾈｽﾌﾞﾗｹｯﾄの形状が異なるため、目印にて取り付けること
24

ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄ2個を取り付け、ﾎﾞﾙﾄ4本を31N・ｍで締め付ける。　

ﾌﾛﾝﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾘﾔ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾌﾛﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄ2個を取り付け、ﾎﾞﾙﾄ4本を31N・ｍで締め付ける。　

注）左右ﾌﾞﾗｹｯﾄはﾊｰﾈｽﾌﾞﾗｹｯﾄの形状が異なるため、間違わないこと

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽにﾊﾟｯｷﾝ・ﾒｲﾝ/ﾘﾀｰﾝﾊﾝﾄﾞﾙ（赤）を取り付け

ﾎﾞﾙﾄ4本を2N・ｍで締め付ける。

ﾀﾞｸﾄ
ﾎｰｽ

ﾀﾞｸﾄﾎｰｽを取り付け、ﾎｰｽｸﾗﾝﾌﾟで固定する。　＊石鹸水の塗布を推奨します
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注２）本部品は左ねじ

注１）ｱﾀﾞﾌﾟﾀ先端のOﾘﾝｸﾞはｷｯﾄ部品（新品）を使用すること

注）ｶﾞｽｹｯﾄ取付部に異物を混入させないこと

ﾎﾞﾙﾄ2本を2N・ｍで締め付ける。

ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞへｶﾊﾞｰ付属ﾊｰﾈｽのﾊｰﾈｽ端子及びｺﾈｸﾀを取り付け、ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰを
取り付ける。

注）端子が接触しないように取り付けること

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

充てん
ﾎｰｽ

注１）ﾌﾚｱﾅｯﾄ接続部には異物等を混入させないこと

注２）本部品は左ねじ　　注３）必ずﾀﾞﾌﾞﾙｽﾊﾟﾅで接続のこと

ﾓﾝｷｰﾚﾝﾁでｱﾀﾞﾌﾟﾀを固定し、充てんﾎｰｽを37N・ｍで締め付ける。

ﾊﾝﾄﾞﾙ
（赤）

充てん
ﾎｰｽの
ｶﾊﾞｰ
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ﾌｭｰｴﾙ
ｹﾞｰｼﾞ
ｶﾊﾞｰ

ﾊﾝﾄﾞﾙ
（灰）

計器座にﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰ用ｶﾞｽｹｯﾄを取り付ける。

配管接続部　気密試験　　　試験圧力：３．９ＭＰａ　　



ＥＧＩ-ＬＰ用タンク（ＷＫＭ）　　部品取り付け手順書

ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀにLPGﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀを取り付ける。

詳細はＥＧＩ-ＬＰ用タンク：ＷKM容器作業要領書を確認願います

ﾌﾛﾝﾄ側は把手部を通過させﾊｰﾈｽをｸﾗﾝﾌﾟ（ﾀｲﾗｯﾌﾟ）にて固定する。

胴部（鏡部）にｲﾝｼｭﾚｰﾀを取り付け、ﾀﾞｸﾄﾎｰｽ部もﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟで固定する。
26

ｲﾝｼｭ
ﾚｰﾀｰ

25
LPG

ﾊｰﾈｽ

右ﾌﾛﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄにﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ部ｸﾗﾝﾌﾟを取り付ける。

左ﾌﾛﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄにﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀのｸﾗﾝﾌﾟを取り付ける。

右ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄにﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ部ｸﾗﾝﾌﾟを取り付ける。


